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平成22年10月20日
各 位

会 社 名 株式会社インデックス・ホールディングス
代 表 者 名 代表取締役会長兼社長 落合 正美

（ＪＡＳＤＡＱ・コード4835）
問 合 せ 先
役職・氏名 取締役業務部長 久保 亮三
電 話 03-5779-5080

特別損失の発生および業績予想の修正に関するお知らせ

当社は、平成22年通期（平成21年９月１日～平成22年８月31日）において、特別損失が発生するこ
ととなりましたので、下記のとおりお知らせするとともに、特別損失の計上および最近の業績動向等
を踏まえ、平成22年４月９日に発表いたしました平成22年８月期通期（平成21年９月１日～平成22年
８月31日）の業績予想を修正いたしましたので、合わせてお知らせいたします。

記

１．特別損失（連結）の発生について
当第４四半期会計期間において、投資有価証券評価損、金銭債権の引当、事業撤退損および減損損

失等の特別損失を計上いたします。その主な内容は以下のとおりであります。

（１）投資有価証券評価損 2,668百万円
平成22年９月10日にお知らせいたしました「取引先の民事再生手続開始申立による影響につい

て」および平成22年10月15日にお知らせいたしました「取引先の民事再生手続開始申立による影響
について」に記載のとおり、当社の取引先である日本振興銀行株式会社が平成22年９月10日に、中
小企業保証機構株式会社が平成22年10月15日に、それぞれ東京地方裁判所に民事再生手続開始の申
立てを行いました。
これらにより、当社が保有する日本振興銀行株式について360百万円、当社子会社である株式会

社アトラス（※１）が保有する日本振興銀行株式会社株式について100百万円、当社子会社である株
式会社シルバーアロー・モバイルが保有する中小企業保証機構株式会社株式について 395 百万円、
また、当社が保有する中小企業振興ネットワーク所属会社のIndex Asia Pacific Limited（※２）株
式について760百万円、ならびにその他中小企業振興ネットワーク所属会社の株式について339百
万円（９社 4～100百万円）、などの投資有価証券評価損をするものであります。
（注）１．株式会社アトラスは、平成22年 10月１日をもって、当社と合併しております。

（注）２．Index Asia Pacific Limitedは、平成22年３月に実施した第三者割当増資により当社子会社には該当

いたしません。

（２）金銭債権の引当 2,227百万円
平成22年９月10日にお知らせいたしました「取引先の民事再生手続開始申立による影響につい

て」および「子会社における債権の取立不能または取立遅延のおそれに関するお知らせ」に記載の
とおり、当社の取引先である日本振興銀行株式会社が、同日付で東京地方裁判所に民事再生手続開
始の申立てを行いました。
これにより、当社子会社である株式会社ネットインデックスが日本振興銀行株式会社に対して保

有する債権（劣後特約ローン）について400百万円、また、当社が保有する中小企業振興ネットワ



2

ーク所属会社の株式会社インターチャネル（※１）に対する貸付債権および債務保証について299百
万円、当社および当社子会社である株式会社インデックス（※２）が中小企業振興ネットワーク所属
会社の日本フィナンシャルポート株式会社およびその子会社に対して保有する債権について 1,511
百万円、ならびに当社子会社である株式会社シルバーアロー・モバイルが保有する中小企業振興ネ
ットワーク所属会社の中小企業レジャー機構株式会社発行の転換社債について500百万円、ならび
にその他中小企業振興ネットワーク所属会社に対して保有する金銭債権について引当処理を行う
ものであります。なお、引当の戻入れがあり、当連結会計年度では貸倒引当金繰入額は2,227百万
円となります。
（注）１．株式会社インターチャネルは、平成22年５月に実施した株式譲渡により当社子会社には該当いたしま

せん。

（注）２．株式会社インデックスは、平成22年 10月１日をもって、当社と合併しております。

（３）事業撤退損 1,517百万円
平成22年９月17日にお知らせいたしました「子会社における事業の一部撤退に関するお知らせ」

に記載のとおり、当社子会社である株式会社ネットインデックスグループにおけるモバイル＆ワイ
ヤレス事業の一部を構成するコンシューマ向けPHSデータ通信端末事業の廃止に伴い、原材料およ
び仕掛品の減損処理等を行ったこと、および当社欧州子会社であるIndex Multimedia SAにおいて
一部モバイルサイトから撤退したこと、ならびに当社子会社である株式会社マッドハウスにおいて
海外向けコンテンツ資産を減損処理等したことにより、事業撤退損を計上するものであります。

（４）減損損失 784百万円
当社子会社である株式会社マッドハウスの保有するアニメのコンテンツ版権の一部および当社

子会社である株式会社ロッソインデックスの保有するオンラインゲームタイトルの一部につき、現
状の収益性を鑑み、減損損失を計上するものであります。

２．平成22年８月期連結業績予想の修正について（平成21年９月１日～平成22年８月31日）
（１）平成22年８月期通期の業績予想の修正

（単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株あたり

当期純利益

前回発表予想 （Ａ） 40,000 2,800 1,300 700 200.30円

今回修正予想 （Ｂ） 34,735 2,771 1,308 △7,376 △2,049.37円

増減額 （Ｂ－Ａ） △5,265 △29 8 △8,076 △1,849.07円

増減額 （％） △13.16％ △1.03％ 0.62％ － －

（ご参考）前期（平成 21 年８月期）実績 74,256 2,664 △5,112 △14,383 △5,078.80円

（２）通期業績予想の修正理由
①売上高
モバイル＆ソリューション事業において、当社欧州子会社であるIndex Multimedia SAにおい

て現地で採用しているIFRS基準により、非継続事業の業績を期首に遡って事業撤退損に遡及修正
したこと、および当社子会社である株式会社ネットインデックスにおける受託開発案件の受注減
少、既存案件の受注件数および新通信（ブロードバンド）サービス向け端末案件が停滞したこと
により、前回発表いたしました予想より、売上高が5,265百万円減少する見込みであります。
これにより、通期の売上高の予想は、モバイル＆ソリューション事業で15,475百万円、エン

タテイメント事業で19,753百万円、合計で34,735百万円となる見込みであります。

②営業利益
売上高の修正理由に記載のとおり、IFRS基準の採用によりIndex Multimedia SAの売上高の減

少があったものの、営業利益に与える影響が少なかったことから、通期における営業利益の予想
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は、前回発表いたしました予想より、29百万円の減益となる見込みであります。
これにより、通期の営業利益の予想は、モバイル＆ソリューション事業で2,699百万円、エン

タテイメント事業で1,255百万円、合計で2,771百万円となる見込みであります。

③経常利益
営業利益の修正理由に伴い、通期における経常利益の予想は、前回発表いたしました予想より、

8百万円の増益となる見込であります。

④当期純利益
特別損失の発生および経常利益の修正理由に記載のほか、事務所移転費用348百万円、訴訟費

用206百万円、貸倒損失187百万円等に伴い、前回発表いたしました予想より8,076百万円の減
益となる見込みであります。

以 上


